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🈩🈩 

左
の
文
章
に
つ
い
て
設
問
に
答
え
な
さ
い
︒ 

問
一

一
行
目
か
ら
六
行
目
ま
で
を
翻
字
し
な
さ
い
︒
た
だ
し
︑
句
読
点
︑
濁
点
を
附
す
こ
と
︒
改
行
は
原
文

の
ま
ま
︒

問
二

右
の
文
章
に
登
場
す
る
人
物
︵
三
名
以
上
︶
に
つ
い
て
文
学
史
的
な
観
点
か
ら
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
︒

問
三

右
の
文
章
を
簡
潔
に
要
約
し
た
う
え
で
︑
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
述
べ
な
さ
い
︒
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🈔🈔 

日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
外
国
文
学
の
翻
案
に
つ
い
て
︑
具
体
的
事
例
を
取
り
上
げ
︑
そ
こ
に
見
ら
れ
る
特 

質
も
含
め
︑
自
ら
の
考
え
を
論
述
し
な
さ
い
︒
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＊
注
意
事
項 

問
題
一 

問
題
二 
そ
れ
ぞ
れ
解
答
用
紙
を
か
え
る
こ
と
。 

問
題
一 

明
治
期
以
降
の
日
本
の
文
学
者
た
ち
は
、
海
外
か
ら
移
入
さ
れ
た
文
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
作
品
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
に
至
っ
た
か
、
一
例
を
あ
げ
て
論
じ
な

さ
い
。
そ
の
際
、
単
に
文
学
者
の
意
図
を
推
測
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
解
答
者
の
分
析
が
現
代
に
お

い
て
明
確
な
批
評
性
を
持
ち
得
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
心
掛
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
二 

次
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ
い
。

１

日
本
に
お
け
る
自
然
主
義
文
学
の
特
殊
性
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
文
学
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
。 

２

村
井
弦
斎
『
食
道
楽
』
と
は
何
か
。

３

黒
岩
涙
香
の
文
業
に
お
い
て
特
記
す
べ
き
事
項
二
点
以
上
に
つ
い
て
。

４

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
の
日
本
に
お
け
る
言
論
統
制
と
、
敗
戦
後
の
検
閲
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
。

５

「
異
端
文
学
ブ
ー
ム
」
と
は
何
か
。
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令 和 ６ 年 度

茨城大学大学院人文社会科学研究科

秋入試

入学試験問題（専門科目）

試験科目

専攻  （ 人文科学 ）

コース （ 文芸・思想 ）

専門領域（ 中国近現代文学 ）

試験区分 （ 留学生 ） 

問題冊子ページ数 ２ページ（表紙を除く）

解答用紙枚数  ３枚（問題冊子には綴じこまれていません） 



令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 中国近現代文学 ）

問１ 次の文章は、王风「周氏兄弟早期著译与汉语现代书写语言」の一部です。以下を読

んで、設問に解答しなさい。 
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令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 中国近現代文学 ）

（王风「周氏兄弟早期著译与汉语现代书写语言(上)」、《鲁迅研究月刊》、2009年第 12期、

より） 

（１）本文の全文を日本語訳しなさい。

（２）本文をふまえて、「中国近現代文学の創作と翻訳」について、実例を挙げながら、

あなたの考えを日本語で書きなさい。 

問２ 次の A群、B群、C群の各群で、①②③から、いずれか 1つを選び、その項目につい

て、日本語で、くわしく説明しなさい。 

A群  ① 『詩経』 ② 白話小説 ③ 蘇軾

B群  ① 『牡丹亭』 ② 新月派 ③ 林語堂

C群  ① 『駱駝祥子』 ② 尋根文学 ③ 也斯
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令 和 ６ 年 度

茨城大学大学院人文社会科学研究科

秋入試

入学試験問題（専門科目）

試験科目

専攻  （ 人文科学 ）

コース （ 歴史・考古学 ）

専門領域（ 日本考古学 ）

試験区分 （ 一般  ） 

問題冊子ページ数 ３ページ（表紙を除く）

解答用紙枚数  １枚（問題冊子には綴じこまれていません） 



令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 日本考古学 ）

１ 次の遺跡のうち２つを選び、遺跡の概要を説明したうえで、考古学上重要視されてい

る理由について述べなさい【各 5 行程度】※。 
(1)大串貝塚 (2)内原古墳群 (3)虎塚古墳 (4)台渡里廃寺跡

(5)長者山官衙遺跡及び常陸海道跡

２ 海・湖沼・河川沿いに位置する古墳の立地が見なおされてきている現在の研究動向に

ついて概要を述べつつ、このことに対するあなたの考えを述べなさい【12 行程度】※ 

３ 別紙の資料①（英語論文）と資料②（中国語論文）に関する次の２つの設問(1)(2)のう

ち、いずれか１問を選び、日本語で答えなさい。【10 行程度】※ 

(1) 資料①は何を表しているのか、日本語でわかりやすく解説しなさい。その上で、資料①

に基づくと、西暦３世紀から７世紀までの日本列島がどのような状況にあったと考えら

れているか、簡潔に説明しなさい。

(2) 資料②に示す中国青銅器の尊（のうち有肩尊）はどのような型式変化をたどるのか、図

と文章を参考にして簡単に概略を解説しなさい。

※解答の分量は目安を超えてもよいが、解答用紙の枠内におさめること。

１／３



資料① 

(出典：RENFREW & BAHN 2000,ARCHAEOLOGY the third edition) 

２／３ 



資料② 

（出典:朱鳳瀚 1994 古代中国青銅器）
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令 和 ６ 年 度

茨城大学大学院人文社会科学研究科

秋入試

入学試験問題（専門科目）

試験科目

専攻  （ 人文科学 ）

コース （ 心理・人間科学 ）

専門領域（ 認知行動論 ）

試験区分 （留学生） 

問題冊子ページ数 1 ページ（表紙を除く） 

解答用紙枚数  4 枚（問題冊子には綴じこまれていません） 



令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 認知行動論 ）

問題 1 と問題 2 について、それぞれ所定の欄に解答しなさい。 

問題 1 以下に挙げる用語の意味を説明しなさい。4 問すべてに解答すること。 

1）イメージ論争（imagery debate）

2）問題焦点型対処（problem-focused coping）

3）ジェネラティヴィティ（generativity）対 停滞（stagnation）

4）社会化（socialization）

問題 2 以下の問題に解答しなさい。2 問両方に解答すること。 

1）多くの先行研究から、視覚イメージと視知覚が少なくともその一部は共通の生成過程を

経ることが指摘されている。両者が共通の生成過程を経ることを示唆する事例を複数例示

し、わかりやすく説明しなさい。

2）ヴィゴツキーは「発達の最近接領域」という概念を提示した。この概念を説明したうえ

で、この概念によって示された教育の役割について具体例を挙げながら論じなさい。
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令 和 ６ 年 度

茨城大学大学院人文社会科学研究科

秋入試

入学試験問題（専門科目）

試験科目

専攻  （ 人文科学 ）

コース （ 公認心理師 ）

専門領域（ 心理実践学 ）

試験区分 （一般・リカレント） 

問題冊子ページ数  ３ページ（表紙を除く）

解答用紙枚数 ４枚（問題冊子には綴じこまれていません）



令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 心理実践学 ）

【問１】

以下の語句を説明しなさい。

①性格の５因子論

②プライミング

③マインドフルネス

④ソーシャルスキルズ・トレーニング

⑤選択的注意

【問２】 

以下の（ ① ）～（ ⑤ ）に当てはまる語句を、語群の（ア）～（ソ）から選び、記号

で答えなさい。 

統計的検定方法を決めるためには、まず数値データのレベルを検討する必要がある。デー

タが配偶者の有無のような（ ① ）尺度の場合、データの頻度の相違が、母集団において

も相違として認められるのかについて調べる検定は（ ② ）がよく用いられる。一方、趣

味にかけたお金の額のような（ ③ ）尺度の場合、２つのデータの平均の相違が、母集団

においても相違として認められるのかについて調べる検定は、（ ④ ）と呼ばれている。

さらに、３つ以上の平均の相違を検定するには（ ⑤ ）と呼ばれている方法を用いて検定

することになる。 

（ア）名義 （イ）順序 （ウ）間隔 （エ）比率 （オ）独立 （カ）従属

（キ）説明 （ク）目的 （ケ）因子分析 （コ）ｔ検定 （サ）分散分析

（シ）χ２検定 （ス）重回帰分析 （セ）判別分析 （ソ）相関分析

【問３】 

次の(1)～(5)の問題に対応した選択肢を選びなさい。 

(1)公認心理師法の説明として、正しいものを 1つ選べ。

①公認心理師の「業」は 3つある。

②公認心理師に欠格事由はない。

③公認心理師試験に合格すれば公認心理師になれる。

④公認心理師が秘密保持義務に違反した場合は 1 年以下の懲役または 30 万円以下の罰金に

処される。

⑤公認心理師は業務独占資格である。
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令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 心理実践学 ）

(2)心理職の基盤コンピテンシーとして、正しいものを 1つ選べ。

①反省的実践

②挑戦的実践

③直感的知識と方法

④多職種の中での孤立

⑤倫理にこだわりすぎない姿勢

(3)認知行動療法の説明として、誤っているものを 1つ選べ。

①古代ローマの考え方の影響を受けている。

②第 3世代として ACTなどがある。

③日本では特定の条件下で診療報酬の対象となっている。

④自動行動と呼ばれる行動の歪みを修正する。

⑤第 3世代のうち弁証法的行動療法は BPDの治療のために開発された。

(4)心理アセスメントにおけるテストバッテリーの説明として正しいものを 1つ選べ。

①似た検査を複数組み合わせる。

②要支援者にとって最も必要な検査を 1つ選んで実施する。

③多面的な理解のために種類の異なる検査を複数組み合わせて実施する。

④要支援者にテスト結果を伝えてはならない。

⑤テストバッテリーの所見は公認心理師の経験と勘に頼って書く。

(5)向精神薬の説明として、誤っているものを 1つ選べ。

①高齢者は向精神薬の有害事象が現れやすい。

②睡眠導入剤は向精神薬に含まれない。

③向精神薬は中枢神経に作用する。

④メチルフェニデート製剤は第三者委員会による流通管理がおこなわれている。

⑤向精神薬の離脱症状には、精神症状や感覚異常などがある。

【問４】 

以下の疾患の特徴と必要な心理的支援について論じなさい。 

①ADHD

②双極性障害

【問５】 

以下の語句・人物について説明しなさい。 

①関与しながらの観察

②アンナ・フロイト

③コラージュ療法
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令和６年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 心理実践学 ）

【問６】 

（１）以下の英文はある論文の要約である。下線部を和訳せよ。

 

（出典 : Tobias Kube,(2023) Biased belief updating in depression. Clinical Psychology Review, 103, 

102298.） 

（２）上記英文中の（  ①  ）（  ②  ）に入る語をそれぞれ一語で答えなさい。

【問７】 

以下の①～④の英文を読んで、何について書かれたものであるか日本語で答えよ。

①A projective technique in which the subject is shown ten plates or cards containing
symmetrical inkblots.

②An enclosed box-like structure wherein the correct operation of a mechanism brings
the animal a reward.

③The region of the mind which is the seat of the id and repressions.
④A tendency to direct the personality outward rather than inward toward the self.
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